
定 例 教 育 委 員 会 次 第 

 

令和５年 12 月 20 日（水曜日） 

14 時 00 分～ 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 議事（公開） 
付議第 36 号議案 

令和６年度佐賀県立特別支援学校幼稚部、高等部及び専攻科の募集定員について 

（特別支援教育室） 

 

４ 事務局報告（公開） 

（１）令和６年度全国高等学校総合体育大会（SAGA インターハイ）の準備状況について 

（総体 2024 推進グループ） 
 

（２）決算特別委員会（令和４年度決算）における主な質問事項について 

（教育総務課） 
 

（３）令和５年度教育行政職員採用試験の結果について 

（教職員課） 
 

（４）令和６年度佐賀県立学校理療科教諭等、寄宿舎指導員及び実習助手採用選考試験

の結果について 

（教職員課） 
 

（５）令和６年度佐賀公立学校教員採用選考試験（秋選考）の結果について 

（教職員課） 
 

（６）令和５年度の佐賀県高等学校総合文化祭の結果について 

（学校教育課） 
 

（７）第 103 回全国高等学校ラグビーフットボール大会について 

（保健体育課） 
 
 
 



（８）次回定例教育委員会について 

令和６年１月 31 日（水）10 時 00 分～ 

（教育総務課） 

 

５ 議事（非公開） 
付議第 37 号議案 

佐賀県いじめ問題対策委員会への諮問について 

（生徒支援室） 

 

付議第 38 号議案 

佐賀県いじめ問題対策委員会委員の任命について 

（生徒支援室） 

 
６ 事務局報告（非公開） 

（１）県立学校におけるいじめの重大事態の発生について 

（生徒支援室） 
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定 例 教 育 委 員 会 議 事 録 （ 案 ） 

 

１ 期 日  令和５年 11 月 20 日（月曜日） 

２ 場 所  教育委員会室 

３ 参集者  甲斐教育長、飯盛（清）委員、飯盛（裕）委員、荒木委員、井上副教育長、

嘉村副教育長、大橋危機管理・広報総括監、松尾総体 2024 総括監、内田教育

総務課長、近藤特別支援教育室長、船津指導主事、岡教職員課長、池田生徒

支援室長、江口保健体育課長 ほか 

 

４ 会議次第 別紙のとおり 

５ 会議の経過 

（１）開 会 13 時 15 分 

 

（２）前回議事録の承認 

   このことについて、甲斐教育長は会議に諮り、委員会は承認した。 

 

（３）議事 

【付第 29号議案】 

佐賀県立特別支援学校の就学区域に関する規則の一部改正（案）について 

    このことについて、議案書により近藤特別支援教育室長が次のとおり説明し、委員

会は協議の結果、議案のとおり決定した。 

  （近藤特別支援教育室長） 

資料 29－２をご覧いただきたい。現行の規則において、神埼市の就学区域について

は知的障害が大和特別支援学校、肢体不自由については金立特別支援学校と定められ

ているが、改正の理由に記載しているとおり、県中部地区と県東部地区の特別支援学

校の児童生徒数の平準化を図るため、神埼市について特別支援学校の就学区域を見直

を行い、知的障害及び肢体不自由ともに中原特別支援学校へ変更をするものであり、

令和６年４月１日から施行予定である。 

具体的な改正内容については、資料 29－３をご覧いただきたい。改正前は金立特別

支援学校の肢体不自由における神埼市、大和特別支援学校の知的障害における神埼市

が、改正後は中原特別支援学校の知的障害・肢体不自由の欄にそれぞれ変更となる。

なお、経過措置にあるとおり、この規則による改正後の佐賀県立特別支援学校の就学

区域に関する規則の規定は、令和６年４月１日以降に特別支援学校に入学する者から

適用し、同日前に入学した者については、改正後の規則の規定にかかわらず、なお従

前の例によるとしており、大和及び金立特別支援学校に通学している児童・生徒につ

いては、教育の継続性の観点から本人及び保護者の希望を尊重し、現在の学校にその

まま通学ことも可能としている。審議をお願いしたい。 

抄本（公開用） 
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【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

      この変更に伴う質問ではないが、現時点で入学する際にこの枠以外の学校に通

学したいという相談は毎年どれくらい上がってくるのか。 

    （船津指導主事） 

      大体１～２名程度である。 

（飯盛（清）委員） 

      それは、できるだけ保護者の意向に沿うような形で認めているのか。 

    （近藤特別支援教育室長） 

      そうである。 

 

【付第 30号議案】 

令和６年度県立学校教職員人事異動方針について 

    このことについて、議案書により岡教職員課長が次のとおり説明し、委員会は協議

の結果、議案のとおり決定した。 

  （岡教職員課長） 

資料 30－２をご覧いただきたい。今年度、各学校がそれぞれ教育目標の達成を目指

して積極的な学校運営ができるように人事異動方針を立てている。具体的には、異動

方針の最初に目的として書いているように、県立学校がそれぞれの特色を最大限に活

かし、地域と連携して、唯一無二の誇り高き学校の実現を目指すために人事異動を行

うということとしている。 

なお、今年度の変更点は、役職定年制の導入に伴い、新しい職として特任指導教諭

及び特任寄宿舎指導員を置いた。今年度は、この異動方針に則って、県立学校教職員

の人事異動を行いたいと考えている。以上、ご審議をお願いしたい。 

 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

      資料 30－３の特任指導教諭の後半部分に「なお希望による降任を行う」と記載

があるが、特任指導教諭を遠慮したいという場合か。その場合は、最後の１年は 

教諭になるのか。 

    （岡教職員課長） 

      本人の意向に沿うことになる。最後の１年は教諭になる。 

 

【付第 31号議案】 

令和６年度市町立小中義務教育学校教職員人事異動方針について 

    このことについて、議案書により岡教職員課長が次のとおり説明し、委員会は協議

の結果、議案のとおり決定した。 
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  （岡教職員課長） 

資料 31－２をご覧いただきたい。人事異動方針の基本的なところについては、付第

30 号議案で説明した県立学校と同じである。学校運営の強化と市町教員個々の職能の

成長を促進するための方針を立てている。異動方針の前文に書いているように、市町

立学校がそれぞれの地域の特色を活かし、地域と連携して唯一無二の魅力ある学校の

実現を目指すため人事異動を行うこととしている。今年度の変更点は、県立学校と同

様に、役職定年制の導入に伴い、新しい職として特任指導教諭を置いたことである。

今年度は、この異動方針に則り、市町立小・中・義務教育学校教職員人事異動を行い

たいと考えている。以上、ご審議をお願いしたい。 

 

（４）事務局報告 

① 内田教育総務課長は、令和４年度佐賀県教育委員会事務マネジメント評価報告書に

ついて、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （内田教育総務課長） 

資料１－１をご覧いただきたい。令和３年度から教育委員会において事務の管理及

び執行が法令に適合し、かつ適正に行われているということを確認するために、知事

部局の取組を参考に財務に関する事務に係る事務マネジメント体制の整備を行ってい

る。 

取組の概要については、財務事務で想定されるリスクと対応策が記載された「評価

シート」を用いて実施をしている。具体的には、評価シートを確認し、日常業務を遂

行すること、リスクが発現した場合にリスクの原因、改善策、是正状況等を記載して

提出すること、そういったことが適切であるか質的重要性、量的重要性を評価するも

のである。今回会計検査において、重大な指摘があったため、重大な不備としている。 

資料１－３をご覧いただきたい。１点目は、義務教育費国庫負担金の過大交付につ

いてである。こちらは小学校の教職員にかかる基礎定数の算定が過大となったため、

交付金が過大に交付されたものである。是正措置としては、事務取扱要領に沿った事

務処理を行うよう周知徹底をすること、市町教育委員会、教育事務所、教育委員会で

児童生徒数の変動について確実に共有することにより再発防止に努めていくこととし

ている。 

２点目は、公立学校情報機器整備費補助金の交付が過大であったというものである。

これは、１人１台学習用端末導入にあたり端末のリース契約経費を国がリース業者に

補助するものであるが、仕入税額控除した消費税額にかかる国庫補助金相当額を、国

へ報告し返還すべきところ、リース業者にその認識がなく、国へ報告及び返還がして

いなかったものである。是正措置としては、県とリース事業者との事務手続きに係る

連絡調整、確認の徹底、県及びリース事業者で手続き等について細部にわたり確認を

行うことで再発防止に努めていくこととしている。 

今後も教育委員会事務局の各所属に対し、財務事務の進捗状況を可視化するなど進

捗管理をより適切に行っていく。 
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【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

      一つ目の不備について、平成 30 年度の事業で誤りが見つかったということであ

るが、その年に限って算定誤りがあったのか、その年の前後についても同様の算

定をしている心配はないのか。 

    （岡教職員課長） 

      その年の前後の年度も確認したところ、誤りはなかった。 

 

② 岡教職員課長は、令和６年度佐賀県公立学校教員採用選考試験（秋選考）について、

資料に基づき次のとおり報告した。 

  （岡教職員課長） 

資料２－１をご覧いただきたい。令和６年度佐賀県公立学校教員採用選考試験（秋

選考）については９月 25 日から 10 月 20 日までを申込期間とし、期間終了後、資格等

の審査を行い、63 人の受験申込を受け付けた。内訳は一般選考に 55 人、さがＵＪＩ

ターン現職特別選考に８人の申込であった、その結果、小学校教諭等では、採用予定

者 20 人に対し、倍率は２．８倍となった。 

今年度の特徴は、小学校教諭等の申込者数については、夏の１．２倍と比べると増

加をしている。昨年度の秋選考と比べると減少しているが、採用数 20 人に対し、55

人の申込があったということは一定の手応えがあったと感じている。また、さがＵＪ

Ｉターン現職特別選考にも８人の申込があり、秋選考でもさがＵＪＩターン現職特別

選考を実施したことの効果を感じている。 

11 月 18・19 日に筆記試験・面接を実施した。受験されたのは 53人であった。最終

合格発表は 12 月８日を予定している。 

 

   【主な質問等】 

（荒木委員） 

      現住所が佐賀県にある人が 18 人ということだが、残りはどんなところがあるか。 

（岡教職員課長） 

      他府県からの申込があっている。現住所が佐賀になっている方であっても、現

在は他府県にいる方もいる。 

（飯盛（裕）委員） 

      受験者の年齢層はどうだったか。 

（岡教職員課長） 

      新卒者も 50 代の方もいる。 

    （飯盛（清）委員） 

      夏の採用試験が不合格で、秋再挑戦の方も含まれているのか。 

（岡教職員課長） 
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      含まれている。 

③ 江口保健体育課長は、令和５年特別国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）の結

果について、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （江口保健体育課長） 

資料３－１をご覧いただきたい。特別国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）に

ついて、少年の部（高校生）の入賞者については、昨年の 16 競技から 18 競技に増え

ている。10 月７日から 10 月 17 日まで 11 日間開催された国体において、佐賀県チー

ムは、天皇杯が昨年度 21 位から 10 位、入賞競技数 27 競技から 31 競技と躍進してい

る。来年度の SAGA2024 が非常に期待される。 

 

④ 江口保健体育課長は、令和５年度(男子 60 回・女子 36 回)佐賀県中学校駅伝競技大

会（結果）について、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （江口保健体育課長） 

資料４－１をご覧いただきたい。中学校の県内駅伝大会について 11 月 10 日に白石

町のふくどみマイランド公園で行われた。男子の部優勝は多久市立東原庠舎中央校（６

年ぶり３回目）、２位伊万里市立啓成中学校、３位唐津東中学校であった。女子の部優

勝は多久市立東原庠舎中央校（２年ぶり３回目）、２位伊万里市立啓成中学校、３位武

雄市立武雄中学校であった。男女ともに１位多久市立東原庠舎中央校、２位伊万里市

立啓成中学校となっている。男女優勝校は 12 月 17 日に滋賀県で開催予定の全国大会

に出場する。 

 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

      男女とも１位多久市立東原庠舎中央校、２位伊万里市立啓成中学校ということ

だが、部活動か地域のスポーツクラブで指導しているのか。 

（江口保健体育課長） 

      多久市立東原庠舎中央校については、専門の先生がいる。伊万里市立啓成中学

校は地域の指導者から指導を受けている 

 

⑤ 江口保健体育課長は、令和５年度(男子 76 回・女子 37 回)佐賀県高等学校駅伝競走

大会（結果）について、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （江口保健体育課長） 

資料５－１をご覧いただきたい。高等学校の県内駅伝競走大会について、10 月 29

日に、佐賀市立スポーツパーク多目的広場北道路コースをスタート・ゴールとし、九

州国際空港を周回するコースで行われた。男子の部優勝は鳥栖工業高校、２位白石高

校、３位唐津東高校であった。女子の部優勝は佐賀清和高校、２位白石高校、３位伊

万里高校であった。この大会の男女優勝校は、12 月 24 日に京都府で開催予定の全国

大会に出場する。 



6 

 

 

⑥ 江口保健体育課長は、第 103 回全国高等学校ラグビーフットボール大会佐賀県大会

（結果）について、資料に基づき次のとおり報告した。 

  （江口保健体育課長） 

資料６－１をご覧いただきたい。第 103 回全国高等学校ラグビーフットボール大会

佐賀県大会の決勝が 10月 28 日（土）に開催され、佐賀工業が早稲田佐賀に対し、106

対０で 42 年連続 52 回目の優勝をした。全国大会は、12 月 27 日から東大阪市の花園

ラグビー場で開催される。 

 

【主な質問等】 

（飯盛（清）委員） 

      ラグビー決勝の点差が 100 点ほどとなっているが、早稲田佐賀が力を付けてき

たのか。 

（江口保健体育課長） 

  前半戦は競った試合が展開されたが、後半に早稲田佐賀に退場者が出てしまい、

そこから点数が開いた。 

（飯盛（裕）委員） 

      準決勝で敗退した鳥栖工業・佐賀西高の合同チームは日ごろどのように練習し

ているのか。 

（江口保健体育課長） 

  日ごろは別々で練習し、土日などは一緒に練習をしている。 

（荒木委員） 

      佐賀工業が強いが、選手は県外からも来ているのか。佐賀工業でラグビーをす

るために県外から来るのか。強い選手を集めるためにスカウトもされているのか。 

（江口保健体育課長） 

  全国からも来ている。監督の繋がり、昔からの付き合いなどもある。 

 

  ⑦ 内田教育総務課長は、次回定例教育委員会について、次のとおり報告した。 

   （内田教育総務課長） 

     次回定例教育委員会は、12月 20 日（水曜日）14 時 00 分から開催する予定として 

いる。委員の出席をお願いしたい。 

 

（５）議事 

   教育長は非公開を宣言した。 

【付第 32号議案】 

    県議会に提出する教育関係議案に対する意見について 

 このことについて、議案書により内田教育総務課長が説明し、委員会は協議の結果、

議案のとおり決定した。 
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【付第 33 号議案】 

    令和５年度県立学校教職員（管理職）異動について 

 このことについて、議案書により岡教職員課長が説明し、委員会は協議の結果、  

議案のとおり決定した。 

   

【付第 34 号議案】 

    教職員の人事について 

 このことについて、議案書により岡教職員課長が説明し、委員会は協議の結果、  

議案のとおり決定した。 

  

【付第 35 号議案】 

佐賀県いじめ問題対策委員会委員の任命について 

    このことについて、議案書により池田生徒支援室長が説明し、委員会は協議の結果、

議案のとおり決定した。 

 

（６）閉 会  14 時 27 分 
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 このことについて、別紙のとおり制定する。 
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令和６年度佐賀県立特別支援学校幼稚部、高等部及び専攻科の募集定員 
学 校 部・科 学  科  等 募集定員 

盲学校 
（視覚障害） 

幼稚部 ３歳・４歳・５歳 若干人 

高等部 

＜普通科＞ 
通常の学級  １学級 
重複障害学級 １学級 

  
定員 ８人 
定員 ３人 １９人 

＜保健理療科＞ 
 通常の学級  １学級 

 
定員 ８人 

専攻科 ＜理療科＞ 
 通常の学級  １学級 

 
定員 ８人 ８人 

ろう学校 
（聴覚障害） 

幼稚部 ３歳・４歳・５歳 若干人 

高等部 
＜産業工芸科＞ 

通常の学級  １学級 
 

定員 ８人 
１６人 ＜被服科＞ 

通常の学級  １学級 
 

定員 ８人 
金立 
特別支援学校 
（肢体不自由） 

高等部 
＜普通科＞ 

通常の学級  １学級 
重複障害学級 ３学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員 ８人 
定員 ９人 
定員 ３人 

２０人 

大和 
特別支援学校 
（知的障害） 

高等部 
＜普通科＞ 

通常の学級  ８学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員６４人 
定員 ３人 
定員 ３人 

７０人 

中原 
特別支援学校 
（知的障害） 
（肢体不自由） 
（病弱） 

高等部 

知的障害 
＜普通科＞ 

通常の学級  ５学級 
重複障害学級 ２学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員４０人 
定員 ６人 
定員 ３人 

８８人 肢体不自由 
＜普通科＞ 

通常の学級  １学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員 ８人 
定員 ３人 
定員 ３人 

病弱 
＜普通科＞ 

通常の学級  ２学級 
重複障害学級 ２学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員１６人 
定員 ６人 
定員 ３人 

伊万里 
特別支援学校 
（知的障害） 
（肢体不自由） 高等部 

知的障害 
＜普通科＞ 

通常の学級  ３学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員２４人 
定員 ３人 
定員 ３人 

４４人 
肢体不自由 

＜普通科＞ 
通常の学級  １学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員 ８人 
定員 ３人 
定員 ３人 

唐津 
特別支援学校 
（知的障害） 
（肢体不自由） 高等部 

知的障害 
＜普通科＞ 

通常の学級  ４学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員３２人 
定員 ３人 
定員 ３人 

５２人 
肢体不自由 

＜普通科＞ 
通常の学級  １学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員 ８人 
定員 ３人 
定員 ３人 

うれしの 
特別支援学校 
（知的障害） 
（肢体不自由） 高等部 

知的障害 
＜普通科＞ 

通常の学級 ４学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員３２人 
定員 ３人 
定員 ３人 

５２人 
肢体不自由 

＜普通科＞ 
通常の学級  １学級 
重複障害学級 １学級 
訪問教育学級 １学級 

 
定員 ８人 
定員 ３人 
定員 ３人 

 

合計 
部・科 学級数 募集定員 

幼稚部  若干人 
高等部 ６２学級 ３６１人 
専攻科 １学級 ８人  
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募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

盲学校 普通科 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 1 人

重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 1 人

保健理療科 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 1 人

3 学級 19 人 0 人 3 学級 19 人 3 人 ※増減なし

ろう学校 産業工芸科 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 2 人

被服科 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 2 人 1 学級 8 人 2 人

2 学級 16 人 2 人 2 学級 16 人 4 人 ※増減なし

金立 普通科 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 3 人 1 学級 8 人 0 人

特別支援学校
重複障害学級 3 人 3 学級 9 人 5 人 4 学級 12 人 9 人 1 学級 の減 3 人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 2 学級 6 人 2 人 1 学級 の減 3人 の減

5 学級 20 人 8 人 7 学級 26 人 11 人 2 学級 の減 6人 の減

大和 普通科 通常の学級 8 人 8 学級 64 人 55 人 8 学級 64 人 60 人

特別支援学校
重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 2 学級 6 人 2 人 1 学級 の減 3人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

10 学級 70 人 55 人 11 学級 73 人 62 人 1 学級 の減 3人 の減

中原 普通科 知的障害 通常の学級 8 人 5 学級 40 人 37 人 5 学級 40 人 36 人

特別支援学校
重複障害学級 3 人 2 学級 6 人 4 人 1 学級 3 人 1 人 1 学級 の増 3人 の増

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

8 学級 49 人 41 人 7 学級 46 人 37 人 1 学級 の増 3人 の増

肢体不自由 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 0 人

重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 2 学級 6 人 2 人 1 学級 の減 3 人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

3 学級 14 人 0 人 4 学級 17 人 2 人 1 学級 の減 3 人 の減

病弱 通常の学級 8 人 2 学級 16 人 9 人 3 学級 24 人 16 人 1 学級 の減 8 人 の減

重複障害学級 3 人 2 学級 6 人 2 人 5 学級 15 人 11 人 3 学級 の減 9 人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 1 人 1 学級 3 人 1 人

5 学級 25 人 12 人 9 学級 42 人 28 人 4 学級 の減 17 人 の減

16 学級 88 人 53 人 20 学級 105 人 67 人 4 学級 の減 17 人 の減

佐　賀　県　教　育　委　員　会　説　明　資　料
特別支援教育室

令和６年度　佐賀県立特別支援学校高等部募集定員及び志願見込者数

学科
学級の
種別

１学級
定　員

令和６年度 令和５年度

小　計

備　　考
(R5年度とR6年度の比較）

計

計

計

計

小　計

小　計

計
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募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

伊万里 普通科 知的障害 通常の学級 8 人 3 学級 24 人 17 人 4 学級 32 人 24 人 1 学級 の減 8 人 の減

特別支援学校
重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 1 人 1 学級 3 人 1 人

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

5 学級 30 人 18 人 6 学級 38 人 25 人 1 学級 の減 8 人 の減

肢体不自由 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 0 人

重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 2 学級 6 人 2 人 1 学級 の減 3 人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

3 学級 14 人 0 人 4 学級 17 人 2 人 1 学級 の減 3人 の減

8 学級 44 人 18 人 10 学級 55 人 27 人 2 学級 の減 11 人 の減

唐津 普通科 知的障害 通常の学級 8 人 4 学級 32 人 26 人 3 学級 24 人 18 人 1 学級 の増 8人 の増

特別支援学校
重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 1 人

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

6 学級 38 人 26 人 5 学級 30 人 19 人 1 学級 の増 8人 の増

肢体不自由 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 1 人 1 学級 8 人 0 人

重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 1 人 3 学級 9 人 5 人 2 学級 の減 6人 の減

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

3 学級 14 人 2 人 5 学級 20 人 5 人 2 学級 の減 6人 の減

9 学級 52 人 28 人 10 学級 50 人 24 人 1 学級 の減 2 人 の増

うれしの 普通科 知的障害 通常の学級 8 人 4 学級 32 人 26 人 5 学級 40 人 32 人 1 学級 の減 8 人 の減

特別支援学校
重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

6 学級 38 人 26 人 7 学級 46 人 32 人 1 学級 の減 8人 の減

肢体不自由 通常の学級 8 人 1 学級 8 人 0 人 1 学級 8 人 0 人

重複障害学級 3 人 1 学級 3 人 1 人 1 学級 3 人 1 人

訪問教育学級 3 人 1 学級 3 人 0 人 1 学級 3 人 0 人

3 学級 14 人 1 人 3 学級 14 人 1 人 0 学級 の減 0人 の減

9 学級 52 人 27 人 10 学級 60 人 33 人 1 学級 の減 8人 の減

62 学級 361 人 191 人 73 学級 404 人 231 人 11 学級 の減 43 人 の減

学校名 科
１学級
定　員

募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

募　集
学級数

募　集
定　員

志願見
込者数

盲学校 専攻科 8 人 1 学級 8 人 1 人 1 学級 8 人 1 人

学校名 部

盲学校 幼稚部 若干人

ろう学校 幼稚部 若干人

学校名 学科
学級の
種別

１学級
定　員

令和６年度 令和５年度

小　計

備　　考
(R5年度とR6年度の比較）

小　計

小　計

計

小　計

計

小　計

小　計

計

合　　計

令和６年度　佐賀県立盲学校専攻科募集定員及び志願見込者数

学科 備　　考

理療科

令和６年度　佐賀県立盲学校・ろう学校幼稚部募集定員及び志願見込者数

募集定員 志願者見込数 備考(令和5年度）

３歳・４歳・５歳 0 人 0 人

３歳・４歳・５歳 0 人 2 人
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令和５年 12 月定例教育委員会資料 
 

（令 和 ５ 年 1 2 月 2 0 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告事項 
【公 開】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 賀 県 教 育 委 員 会 





 
令和６年度全国高等学校総合体育大会（SAGA インターハイ）の 
準備状況について 

 
１ 開催準備状況について 
（1） 広報 

①  広報物による PR 
     ・県庁舎に懸垂幕を設置（R5.7〜）          
   ・各競技会場に横断幕等を設置（R5.7〜） 
   ・九州佐賀国際空港の待合ロビー等で PR 動画を放映（R5.9〜）  など 

②  ポスター、チラシ等による PR 
  ・SAGA インターハイポスター及びチラシを作成（R5.8） 
  ・競技別ポスター図案を募集、選考（R6.1.24 に表彰式を予定） 

など 

 
 

（2） 高校生活動（令和５年９月以降分） 
 ・インスタグラムでの情報発信（R5.9.14〜） 
・北部九州 4 県合同 300 日前イベントに参加（R5.10.9） 

   ・県内イベントでの PR（吉野ヶ里ふるさと炎まつり等）（R5.10〜） 
   ・SAGA インターハイ特別イベント 

〜COUNTDOWN200〜を実施 (R5.12.23 予定) 
                             など 

 
 

 
                   

 
 
 

300 日前イベント                 

令和 5年 12 月定例教育委員会 

事務局報告事項 全国高校総体 2024 推進チーム 

吉野ヶ里ふるさと炎まつり 

佐賀インターナショナル 
バルーンフェスタ 

懸垂幕 横断幕（SAGA アクア） SAGA インターハイ 
ポスター 
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（3） 競技開催   
     ・競技種目別大会実施要項（案）の策定 
   ・競技種目別大会の役員及び補助員の編成（２次編成中） ※ 
   ・全国高等学校体育連盟競技専門部の会場地視察への対応        など 
 
（4） 宿泊・衛生、交通・防災 
   ・食品衛生対策実施要領、宿舎衛生対策実施要領、飲料水衛生対策実施 

要領、医療救護実施要領の策定 
   ・宿泊料金等に関する全国高等学校体育連盟への要望活動(R5.9.11) 
   ・配宿センター（JTB が R5.10.1 に設置）との配宿調整 

 ・警備対策要項、防災・危機管理対策要項の策定（予定）    など 
 
（5） SAGA2024 との連携 

・合同での学校訪問の実施（R5.4〜） 
・SAGA インターハイ開催競技と同じ競技を国スポで運営する市町 

（佐賀市・嬉野市）と運営計画を共有・調整 
・宿舎等への講習会等を合同で実施することを予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 競技種目別大会の役員及び補助員の 2 次編成状況について 

・県内の高等学校職員及び生徒に役員・補助員を依頼 
・運営役員・運営補助員の派遣については、競技会場近隣の高等学校をサポ

ート校に設定 
・競技役員・競技補助員の派遣については、県内全域の当該競技種目部活動

顧問・生徒に依頼 
・開催競技種目の専門性を持つ義務制学校、特別支援学校の学校職員にも競

技役員を依頼 
・一部の競技種目については、県外へ競技役員・競技補助員を要請 

学校訪問 
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令和５年１２月定例教育委員会 

事務局報告事項  教育総務課 

 

 

 

 

決算特別委員会（令和４年度決算）の主な質問事項 

会期：令和５年１１月６日(月) ～ １１月１７日(金) <１２日間> 

 

【教育委員会関係】 

（文教厚生関係） 

１ ＳＡＧＡ唯一無二の学校魅力化実践事業について 

  

２ 鳥栖特別支援学校について   

  

３ 県立夜間中学「彩志学舎中学校」について 

  

４ 不登校対策総合推進事業について 
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令和５年１２月定例教育委員会 

事務局報告事項 教職員課 

 
 

令和５年度教育行政職員採用試験の結果について 
 
佐賀県人事委員会が１１月１５日及び１１月２７日に行った佐賀県職員採用

試験の最終合格者発表のうち、教育行政（高校卒業程度及び民間企業等職務経験

者）の結果については、下記のとおりです。 
 

記 

 

高校卒業程度 令和５年度 

（参考） 

令和４年度 令和３年度 

採用予定者数 １ ２ ２ 

申込者数 １０ ２４ ２１ 

第１次試験受験者数  （Ａ） １０ ２１ ２０ 

第１次試験合格者数 ４ ７ ５ 

第２次試験受験者数 ４ ７ ５ 

最終合格者数     （Ｂ） １ ２ ２ 

倍 率       （Ａ／Ｂ） １０．０ １０．５ １０．０ 

 
 

民間企業等職務経験者 
（社会人経験枠） 

令和５年度 

（参考） 

令和４年度 令和３年度 

採用予定者数 ３ ３ ３ 

申込者数 ６４ ５８ ４８ 

第１次試験受験者数  （Ａ） ６４ ５８ ４８ 

第１次試験合格者数 １３ １２ １３ 

第２次試験受験者数 １２ １２ １３ 

最終合格者数     （Ｂ） ３ ３ ３ 

倍 率       （Ａ／Ｂ） ２１．３ １９．３ １６．０ 
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令和６年度佐賀県立学校理療科教諭等、寄宿舎指導員及び実習助手

採用選考試験の結果について

１　試験の実施状況

（１）期　日　　　     令和５年１１月４日（土）

（２）会　場　　　        教育センター

（３）内　容 【理療科教諭等】 小論文試験、面接試験

【寄宿舎指導員・実習助手】

２　合格者発表

（１）日　時 令和５年１２月８日（金）　９：００

（２）方　法 本人に合否を通知するとともに、県庁掲示板と県のＨＰにも

合格者の受験番号を掲載しています。

３　合格者数等

（１）理療科教諭等

合格者数 申込者数 欠席者数 受験者数

2 2 0 2

（２）寄宿舎指導員・実習助手

合格者数 申込者数 欠席者数 受験者数

5 23 0 23

1 9 0 9

3 10 1 9

機械 3 6 0 6

建設系 3 3 0 3

15 51 1 50

 理療科教諭等

一般・教職教養試験、専門試験、
小論文試験、面接試験

　令和５年１２月定例教育委員会
　事務局報告事項　　教職員課

 計

 寄宿舎指導員

 実習助手

 理科家庭

 農業

 工業
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令和６年度佐賀県公立学校教員採用選考試験（秋選考）の
結果についてお知らせします 

 

１２月８日に合格者発表を行った標記選考試験の結果について、下記のとお

り、その概要をお知らせします。 

なお、合格者の受験番号については、県庁掲示板に掲示するとともに、   

県のホームページにも掲載しています。 

 

 

記 

 

１ 試験区分別合格者数 

小学校教諭等 合格者数  ２５人 

   中学校教諭等 合格者数   ２人 （国語 1、英語１） 

   ※合格者数は「さがＵＪＩターン現職特別選考」の合格者を含んでいます。 

 

２ 受験状況について 
                                     （単位：人） 

選考区分 受験者数 合格者数 

一般選考 

秋選考（小学校教諭等） 
４６（８７） ２０（２８） 

さがＵＪＩターン現職特別選考 

秋選考（小学校教諭等） 
５（－） ５（－） 

さがＵＪＩターン現職特別選考 

秋選考（中学校教諭等） 
２（－） ２（－） 

※ （ ）内は前年度の受験者数、合格者数 

※ さがＵＪＩターン現職特別選考（秋選考）は、今年度より実施 

 

  

令和５年 12 月定例教育委員会 
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３ その他 

 

○ 秋選考合格者のうち既卒者は２２人、来年卒業予定の新卒者は５人で、新卒者が全

体の１８．５％を占めている。 

○ 秋選考合格者の平均年齢は、３８．０歳であった。 

○ 秋選考合格者のうち、現住所が佐賀県内であるものは、９人であり、１８人は、県外

在住者であった。 

○ 最終倍率（試験受験者数／合格者数）は、２．０倍（小学校教諭等）で、夏に実

施した採用選考試験も含めると１．２倍となった。 

 

 

 

【参考】令和６年度佐賀県公立学校教員採用選考試験申込者数及び一次・二次試験受験者数等 

 

    （単位：人） 

 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 養護教諭 栄養教諭 合 計 

申込者数 
２１３  

(２６２) 

１７８  

(１９４) 

２１３ 

(２３５) 

６２  

(７５) 

８１  

(７９) 

－ 

（１２） 

７４７  

(８５７) 

一次試験 

受験者数 

２０２  

(２３８) 

１５８  

(１７６) 

１９９  

(２１４) 

５５  

(７３) 

７８  

(６９) 

－ 

（１１） 

６９２  

(７８１) 

二次試験 

受験者数 

１８９  

(２０８) 

１１７  

(１２４) 

７９  

(７６) 

４８  

(４４) 

１５  

(１８) 

－ 

（３） 

４４８  

(４７３) 

                                   

※（ ）内は、令和５年度（前年度）の申込者数、一次試験受験者数、二次試験受験者数 
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令和５年度の佐賀県高等学校総合文化祭の結果について 
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 連合音楽会（音楽）

 連合音楽会（吹奏楽）

 美術・工芸展

 書道展

 演劇コンクール

 放送コンテスト

最優秀賞／武雄高校２年　前田　満生 優秀賞２点、優良賞５点

最優秀賞／佐賀清和２年　眞崎　希 優秀賞２点、優良賞５点

 弁論大会 １位　東明館高校２年　牛島　瑞香

２位　東明館高校２年　牛島　有菜

３位　東明館高校２年　三宅　彩心

 新聞コンクール

 文芸コンクール 文芸部誌

散文

詩

短歌

俳句

 写真展 特選３点

 将棋新人大会 男子優勝 佐賀星生学園２年　小野　竜聖 佐賀西高校２年　早川　郁子

男子２位 佐賀清和高校１年　西村　晃汰 佐賀西高校１年　山口　悠希

男子３位 早稲田佐賀高校２年　栁生　太郎 佐賀西高校２年　永嶋　淑弓

 自然科学研究発表会 最優秀賞／致遠館高校　　優秀賞（３作品）／佐賀西高校、鳥栖高校、致遠館高校

 囲碁選手権大会 女子

優勝 優勝

準優勝 準優勝

３位 ３位

優勝 優勝

準優勝 準優勝

３位 ３位

団体戦 優勝 武雄高校 準優勝

優勝　／唐津東高校２年　舛田　惺哉

 選手権大会 準優勝／佐賀北高校１年　原田　都妃

３位／鳥栖高校２年　土屋　咲兎

 小倉百人一首かるた

９路盤
個人戦

鹿島高校１年　森岡 大和

武雄高校２年　神田 陽向

武雄高校１年　馬場　雄大

鹿島高校

 吟詠剣詩舞合同発表会 審査なし
男子

１９路盤
個人戦

鹿島高校２年　青栁 旺介

該当なし

該当なし

参加者なし

武雄高校１年　山北　京佳

 伝統芸能合同発表会 郷土芸能、日本音楽　審査なし

女子優勝

女子２位

女子３位

佐賀北高通信 ４年　　平　愛実

総合 １位　佐賀清和高校、　　２位　武雄高校

最優秀賞／有田工業高校定時制

優秀賞／弘学館高校、佐賀工業高校

優良賞／白石高校商業科キャンパス、白石高校普通科キャンパス、嬉野高校塩田校舎工業科キャンパス

一席／有田工業高校

一席／敬徳高校２年　太田　結菜

一席／鳥栖高校２年　東　和奏

一席／佐賀清和高校２年　後藤　俐希

一席／佐賀清和高校２年　小寺　杏弥

佐賀学園高校３年　貞包 理乃

特選 ３５点、奨励賞 ４５点、秀作 １１１点、入選２９点

アナウンス部門

朗読部門

優秀賞／佐賀東高校　３位／佐賀西高校

ラジオ番組部門 最優秀賞／神埼清明 優秀賞２点、優良賞２点

テレビ番組部門 最優秀賞／神埼清明 優秀賞２点、優良賞２点

特選 ７点 準特選 １０点 佳作 １２点

デザインの部 特選 ２２点 準特選 ３５点 佳作 ３８点

令和５年度　佐賀県高等学校総合文化祭　各専門成績・結果報告

専門部名

審査なし

審査なし

絵画の部 特選 １６点 準特選 ２５点 佳作２９点

最優秀賞／鳥栖商業高校

映像の部 特選 該当なし 準特選 該当なし 佳作 １点

立体・彫刻・工芸の部
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